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民
主
の
転
落
は
保
証
書
付
き 

  

『
民
主
党
』
の
「
泥
鰌

ど
じ
ょ
う

総
理
」
が
『
自

由
民
主
党
』
（
自
民
党
）
の
要
求
に
折
れ

る
格
好
で
一
六
日
、
衆
議
院
の
解
散
に

出
た
。
丁
度
一
箇か

月
後
の
一
二
月
一
六

日
、
東
京
都
知
事
選
挙
―
前
知
事
の
任

期
途
中
辞
職
に
因よ

る
―
と
の
同
日
投
開

票
。
―
―
沖
縄
県
内
の
「
街
中
の
軍
基

地
」
解
消
が
叶か

な

わ
ず
―
其
の
正ま

さ

に
「
張

本
人
」
で
あ
る
民
主
党
政
権
発
足
時
の

首
相
は
「
泥
鰌
総
理
」
の
意
向
を
拒こ

ば

ん

で
今
回
の
衆
院
選
に
立
候
補
せ
ず
国
政

の
場
か
ら
退
く
旨む

ね

を
表
明
し
た
（
二
一

日
）
―
、
「
三
・
一
一
」
（
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
）
か
ら
の
復
興
も
遅
々
と
し

て
進
ま
ず
、
公
務
員
制
度
や
公
営
年
金

制
度
の
根
本
見
直
し
も
行
わ
ず
し
て
消

費
増
税
、
…
…
等
々
と
失
政
の
数
々
を

挙
げ
る
迄
も
無
く
、
個
々
の
政
策
所
か

ど
こ
ろ 

「
君
主
（
天
皇
）
制
か
共
和
制
か
」
す
ら

内
部
が
一
致
し
な
い
「
寄
り
合
い
の
政

党
擬
」

も
ど
き 

に
真ま

面と
も

な
政
治
な
ん
か
出
来
は

し
な
い
―
と
云
う
事
を
、
改
め
て
身
に

沁し

み
つ
つ
認
識
し
た
三
年
二
箇
月
余
り
。

最
高
裁
判
所
が
「
現
行
憲
法
違
反
の
状

態
」
と
判
定
し
た
同
院
小
選
挙
区
の
区

割
の
見
直
し
は
「
五
人
減
」
と
共
に
約

束
さ
れ
た
も
の
の
実
行
は
来
春
以
降
で
、

「
違
憲
状
態
」
の
儘ま

ま

で
行
わ
れ
る
今
回

の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
。
民
主
党
が
少

な
く
と
も
半
数
以
上
の
議
席
を
失
っ
て

（
二
桁

ふ
た
け
た

に
留
ま
る
か
？
）
野
党
に
転
落

す
る
事
は
「
保
証
書
付
き
」
だ
ろ
う
。 

 

      

政
党
合
併
は
選
ぶ
側
の
不
利
益 

  

二
六
日
現
在
、
今
回
の
衆
院
選
へ
の

参
加
を
表
明
し
て
い
る
政
党
は
、
五
人

以
上
の
既
存
の
国
会
議
員
（
「
前
」
衆
議

院
議
員
を
含
む
）
を
擁
す
る
党
（
其そ

れ

未
満
は

一
般
新
聞
の
記
事
や
放
送
番
組
（
特
設
の
「
政

見
放
送
」
を
除
く
）
で
は
「
諸
派
」
と
で
し

か
扱
わ
れ
な
い
）
だ
け
で
一
四
を
数
え
、

内
五
党
は
前
回
（
二
○
○
九
年
八
月
）
後

に
興お

こ

っ
て
い
る
。 

 

其そ

の
五
党
中
の
一
党
・
『
日
本
維
新

の
会
』
（
以
下
、
「
維
新
」
）
は
前
述
の

衆
議
院
解
散
の
翌
日
、
設
立
し
代
表
（
党

首
）
を
務つ

と

め
て
来
た
大
阪
府
大
阪
市
長

が
「
代
表
代
行
」
に
降
格
、
「
た
ち
あ

が
れ
日
本
」
改
め
「
太
陽
の
党
」
を
合

併
し
、
「
太
陽
…
」
党
首
だ
っ
た
前
東

京
都
知
事
を
代
表
且か

つ
総
理
大
臣
（
首

相
）
候
補
と
し
て
衆
院
選
に
立
候
補
さ

せ
る
一
方
、
「
目
玉
政
策
」
の
一
つ
だ

っ
た
「
二
○
三
○
年
代
に
於
け
る
原
子

力
発
電
廃
止
」に
つ
い
て
年
限
を
削
り
、

亦ま
た

「
団
体
献
金
の
禁
止
」
に
つ
い
て
は

撤
回
し
た
。 

 

五
党
の
中
に
は
『
減
税
日
本
・
反 

Ｔ

Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
・
脱 

原

発
（
原
子
力
発
電
）
を
実
現
す
る
党
』
成

る
珍
名
の
党
も
在
る
。
愛
知
県
名
古
屋

市
長
が
党
首
を
務
め
て
来
た
「
減
税
日

本
」
と
、
『
国
民
新
党
』
の
創
設
者
に

し
て
同
党
か
ら
「
脱
走
」
し
た(

？)

前

衆
議
が
設
立
し
た
ば
か
り
の
「
反
Ｔ
Ｐ

Ｐ
…
…
す
る
党
」
と
が
、
二
二
日
付
で

合
併
・
再
発
足
し
た
も
の
だ
。 

 

本
党
・
全
日
本
共
和
党
と
し
て
は
、 

      

他
党
の
個
々
の
政
策
に
つ
い
て
注
文
を

付
け
る
訳わ

け

で
は
無
い
し
、
其
の
資
格
も

無
い
。
但
、
前
述
二
件
の
合
併
に
つ
い

て
は
、
敵
な
が
ら
「
残
念
」
と
言
わ
ざ

る
を
得
ず
、
虚む

な

し
さ
を
も
禁
じ
得
な
い
。

政
党
―
一
つ
の
思
想
信
条
の
下
に
組
織

さ
れ
て
い
る
〔
筈は

ず

の
〕
―
間
の
合
併
に

は
双
方
の
政
策
の
「
摺す

り
合
わ
せ
」
が

必
然
と
成
り
、
其
は
選
ぶ
側
の
利
益
に

は
成
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。 

 

闘

貴

バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル

こ
そ
日
本
政
治
に
必
須 

  

今
の
日
本
の
政
治
・
立
法
の
領
域
に

在
っ
て
先
ず
必
要
な
の
は
、
完
全
な
二

大
政
党
制
の
「
シ
ン
グ
ル
マ
ッ
チ
」
で

無
け
れ
ば
、
複
数
の
政
党
が
大
手
を
中

心
と
し
て
二
手
に
分
か
れ
て
の
「
タ
ッ

グ
マ
ッ
チ
」
で
も
無
い
。
―
―
「
バ
ト

ル
ロ
イ
ヤ
ル
」
（
格
闘
技
に
於
い
て
三
人

以
上
が
一
度
に
試
合
を
行
う
事
。
以
下
、
「
闘

貴
」
）
だ
！ 

即
ち
、
一
四
在
る
政
党

更
に
は
恐
ら
く
今
回
も
新
規
参
入
を
試

み
る
一
乃な

い

至し

複
数
の
政
治
団
体
・
其
の

各お
の

々
が
独
自
の
立
場
に
拠
る
主
義
主
張

を
選
挙
運
動
の
場
で
正
々
堂
々
と
互
い

に
ぶ
つ
け
合
い
、
多
様
な
選
択
肢
を
成

年
国
民
（
＝
有
権
者
）
に
提
供
す
る
事
が
、

先
ず
は
必
要
不
可
欠
な
の
だ
。 

 

そ
し
て
当
該
選
挙
（
投
票
）
の
結
果
、

新
規
参
入
組
を
含
め
複
数
且
つ
多
数
の

政
党
〔
或あ

る

い
は
政
治
団
体
〕
が
議
席
を

分
け
合
う
様
な
形
で
国
政
の
場
に
進
出

し
、
其そ

れ

等ら

各
々
の
政
党
が
議
場
〔
更
に

は
委
員
会
室
〕
に
於
い
て
独
自
の
立
場

に
拠
る
主
義
主
張
を
正
々
堂
々
と
互
い

に
ぶ
つ
け
合
っ
て
議
論
を
戦
わ
せ
る
。

国
政
は
一
時
的
に
混
乱
す
る
事
と
成
ろ

う
が
、
其
を
通
し
て
、
大
多
数
の
成
年

国
民
の
希
望
と
利
益
に
叶
う
政
策
を
具

体
的
且
つ
建
設
的
に
提
案
そ
し
て
実
行

出
来
る
党
が
勝
ち
残
っ
て
、
次
の
国
政

選
挙
を
通
し
て
縒
り
多
く
の
議
席
を
得
、

内
一
つ
の
政
党
が
過
半
数
を
占
め
た
時
、

一
時
的
な
混
乱
か
ら
脱
し
て
新
た
な
安

定
の
時
代
が
其
処
か
ら
始
ま
る
。
―
―

そ
う
云
う
過
程
を
経
ず
し
て
、
此こ

の

国
・
日
本
の
「
新
た
な
出
発
」
―
回
帰

で
は
無
く
―
も
在
り
得
ま
い
、
と
本
党

は
創
業
時
か
ら
考
え
続
け
て
い
る
。 

 

現
憲
九
条
に
囚
わ
れ
て
る
「
平
和
…
」 

  

今
一
つ
、
今
回
の
衆
院
選
に
つ
い
て

残
念
且
つ
悔
し
い
事
は
、
本
党
が
「
闘

貴
」
に
参
加
出
来
ぬ
ば
か
り
か
、
本
党

の
主
義
主
張
に
限
り
無
く
近
き
政
党

〔
或
い
は
政
治
団
体
〕
が
前
述
一
四
党

の
中
に
は
存
在
し
な
い
、
と
云
う
事
だ
。 

 

「
第
三
極
云
々

う
ん
ぬ
ん

」
と
云
わ
れ
て
い
る

新
興
政
党
間
の
合
併
を
敵●

な●

が●

ら●

「
残

念
」
と
前
述
し
た
が
、
今
回
の
衆
院
選

に
参
加
を
予
定
の
一
四
党
中
、「
維
新
」

や
自
民
党
を
含
め
、
現
行
日
本
国
憲
法

の
改
定
（
「
自
主
憲
法
制
定
」
を
含
む
。
以

下
、
改
憲
）
を
唱
え
る
数
党
は
全
て
、
天

皇
を
「
元
首
」
と
し
て
君
主
制
を
護
持

す
る
事
・
軍
隊
を
持
ち
且
つ
「
集
団
的

自
衛
権
」
（
日
本
の
領
域
が
武
力
攻
撃
に
遭

わ
な
く
と
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
又
は
其
の

軍
事
同
盟
下
に
在
る
他
国
が
武
力
攻
撃
を
受

け
た
場
合
に
「
自
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
」

も
の
と
見
做な

し
、
攻
撃
を
行
っ
た
当
該
相
手

国
に
対
し
て
武
力
を
行
使
す
る
権
限
）
の
行

使
を
可
能
と
す
る
事
・
『
君
が
代
』
を

国
歌
と
し
て
憲
法
に
明
記
す
る
事
―
の

三
点
に
つ
い
て
は
見
解
が
一
致
し
て
い

る
。
―
―
是こ

れ

等ら

は
何い

ず

れ
も
、
本
党
の
『
新

「
日
本
国
憲
法
」
案
』
と
は
相あ

い

容い

れ
な

い
話
で
あ
り
、
彼
等
「
右
・
保
守
」
に

対
抗
す
る
所い

わ

謂ゆ
る

「
平
和
勢
力
」
と
云
わ

れ
る
各
党
（
既
存
の
『
日
本
共
産
党
』
や
『
社

会
民
主
党
』
の
他
、
新
設
の
『
み
ど
り
の
風
』

も
其
の
範は

ん

疇ち
ゅ

にう 

含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
）

の
見
解
と
も
相
容
れ
な
か
ろ
う
。 

 

其
の
所
謂
「
平
和
勢
力
」の
各
党
は
併し

か

し
、
「
現
行
憲
法
の
擁
護
」
（
以
下
、
「
護

憲
」
）
に
未い

ま

だ
に
拘

 

こ
だ
わ

っ
て
い
る
と
云
お

う
か
囚と

ら

わ
れ
て
い
る
〔
と
言
っ
て
良
い
〕。

彼
等
は
、
現
行
憲
法
の
第
九
条
（
国
際

紛
争
解
決
手
段
と
し
て
の
戦
争
の
放
棄
と
軍

備
の
不
保
持
）
と
第
三
章
（
国
民
の
権
利
と

義
務
）
の
一
部
条
文
（
主
に
「
表
現
の
自
由
」

と
「
信
教
の
自
由
」
に
関
し
て
）
を
根
拠
と

し
て
「
護
憲
」
を
唱
え
て
い
る
様
だ
が

一
方
、
政
治
機
構
に
つ
い
て
定
め
て
い

る
第
四
章
以
降
に
つ
い
て
は
全
く
と
言

っ
て
良
い
程
、
言
及
し
て
い
な
い
（
第

一
章
（
天
皇
）
に
つ
い
て
は
共
産
党
だ
け
が

批
判
的
に
言
及
し
て
い
る
。
が
、
其
で
居
て

共
産
党
も
「
護
憲
」
を
唱
え
る
と
は
矛
盾
も
好い

い
所
）
。
是
を
「
囚
わ
れ
て
い
る
」
と

敢
え
て
言
う
の
は
、
前
述
の
第
九
条
と

第
三
章
の
一
部
条
文
と
に
目
が
行
く
余

り
、
他
の
章
や
条
文
に
迄
は
頭
が
廻
ら

な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
様
に
、
本

党
と
し
て
は
思
え
て
止
ま
ぬ
か
ら
だ
。 

 

例
え
ば
…
。
今
回
も
そ
う
だ
が
、
為

政
者
の
都
合
で
不
定
期
且
つ
「
陛
下
は

斯か

く
仰お

お

せ
に
成
っ
た
」
式
（
内
閣
〔
総
理

大
臣
（
首
相
）
〕
が
天
皇
の
名
を
借
り
て
行

う
「
国
事
行
為
」
）
で
殆
ど
突
発
的
に
解

散
―
其
か
ら
選
挙
後
の
当
選
証
書
の
交

付
迄
は
必
然
的
に
「
政
治
空
白
」
―
と

成
る
下
院
（
衆
議
院
）
が
優
越
の
二
院
制

が
果
た
し
て
、
「
選
ぶ
側
に
と
っ
て
の

利
益
」
そ
し
て
「
国
家
と
云
う
共
同
体

を
〔
可
能
な
限
り
に
於
い
て
〕
安
定
的

且
つ
計
画
的
に
営い

と

むな 

為
の
利
益
」
に
叶

う
制
度
な
の
か
。
首
相
を
始
め
他
の
閣

僚
も
原
則
と
し
て
国
会
議
員
か
ら
選
び

且
つ
国
会
議
員
を
兼
ね
つ
つ
行
政
も

司
つ
か
さ
ど

る
「
議
院
内
閣
制
」
が
、
例
え
ば

「
三
・
一
一
」
の
如
き
「
自
然
の
狂
気
」

故ゆ
え

に
壊
滅
状
態
と
化
し
た
共
同
体
の
復

興
・
再
建
―
其
の
地
に
居
座
ら
ね
ば
判わ

か

ら
ぬ
事
が
多
い
―
を
果
た
す
に
機
能
し

得
る
制
度
な
の
か
。
等な

ど

々
…
。
―
―
こ

う
し
た
現
行
憲
法
下
の
政
治
制
度
に
少

な
か
ら
ず
疑
問
を
持
っ
て
い
る
人
々
が
、

所
謂
「
平
和
勢
力
」
の
人
々
の
中
に
も

少
な
か
ら
ず
居
る
だ
ろ
う
。
彼あ

の
「
三
・

一
一
」
以
降
は
特
に
、
そ
う
云
う
人
々

の
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
無
か

ろ
う
か
。 

 

改
憲
に
は
改
憲
で
対
抗
を 

  

衆
院
選
の
公
示
迄
あ
と
七
日
。
今
か

ら
憲
法
を
見
直
す
に
は
「
余
裕
無
い
」

か
も
知
れ
ぬ
。
が
、
敢あ

え
て
言
お
う
。

―
―
「
護
憲
」
は
「
守
り
」
で
し
か
無

い
。
「
改
憲
」
に
は
「
改
憲
」
で
対
抗

せ
よ
。
「
右
・
保
守
」
で
は
無
い
各
党

も
、現
行
の
日
本
国
憲
法
を
一
旦
、「
零ぜ

ろ

」

か
ら
見
直
し
、
改
め
る
べ
き
は
改
め
て

「
右
・
保
守
」
と
は
一
線
を
画
す
改
憲

案
を
提
示
し
た
上
で
、「
闘
貴
」
に
臨の

ぞ

も

う
で
は
な
い
か
。
其
・
即
ち
憲
法
と
云

う
一
国
家
に
於
け
る
「
最
高
の
法
」
を

巡
っ
て
お
互
い
に
「
攻
め
」
の
姿
勢
で

議
論
を
戦
わ
せ
る
事
こ
そ
が
、
活
力
が

失う

せ
て
る
感
を
否
め
ぬ
今
の
日
本
の
政

治
に
在
っ
て
何
よ
り
も
必
要
不
可
欠
で

あ
る
―
と
〔
本
党
の
『
新
「
日
本
国
憲

法
」
案
』
を
一
度
、
お
読
み
に
成
っ
て

か
ら
其
を
参
考
と
し
つ
つ
、
憲
法
案
を

組
み
立
て
て
戴
く
事
を
、

 

つ

序い
で

乍な
が

ら
お
勧

め
し
た
い
〕
。 

必
！ 

さ
れ
ど
現
状
で
は
虚
し
き 

闘

貴

バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル

。 

―
「
違
憲
状
態
」
下
の
12
・
16
衆
院
選
― 


